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長編小説としては最後の作品になる Tender Is the Night（『夜はやさし』、
以下、Tender と略記する場合もある）に関し、日本における研究史の上
で、2008 年が画期となった。1934 年に刊行されたこの小説（以下、オリ
ジナル版）は、1951 年に Malcolm Cowley が、著者フィッツジェラルド
自身により再編・改訂されたテクスト（著者が Tender 初版テクストの順
序を入れ替え、加筆・修正したもの）等に基づいて、小説の流れも含め大




とがき」に一部基づき、Tender Is the Night（『夜はやさし』）の翻訳史
を以下、簡略に記す。1）1957 年 6 月にカウリー版の最初の日本語訳（荒
























ルドの版権が失効したことから、Matthew J. Bruccoli がオリジナル版に
基づきながらも、非常に多くの訂正を加えた改訂版を Everyman 社から
刊行した（以下、Everyman 版）。Bruccoli は 1995 年に Samuel Johnson
版を作り、2）翌 1996 年 1 月 1 日 に Reader’s Companion to F. Scott 
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盾を訂正し、何種類かある英語オリジナル版の中では、2012 年に
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小説内時間の選択が異なることである。岡本訳は基本的にBruccoli の考
えを採用し、小説内の物語は 1929 年 7 月で終わる。森訳は「訳者あとが
き」に記すように、小説内時間の矛盾修正をできるだけ少なくする方針を
とった結果として、カウリー版と同様、1930 年 7 月で終わる。1929 年 10
月に始まる大恐慌の前で物語が終わるのか、後で終わるのかという根本的
な違いである。森訳刊行から 4年後、2012 年に James L. W. West Ⅲ編
集の Cambridge 版 Tender Is the Night が刊行された。Cambridge 版は




考えられるEveryman 版と Cambridge 版のそれぞれの日本語訳を我々は
今手にしているという状況に近い。2014 年 7 月に刊行された森改訳（但
し、森自身は改訳とは言っていない）は、Cambridge 版を参考にして修
正したと思われるところがいくつかあり、森訳 2014 年版は Cambridge










いことだが、森訳は Cambridge 版より 4 年前に刊行されており、
3）　以下、森訳の頁付けは 2014 年版による。2008 年版に言及する時は刊行年を記して区別す
る。
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具体例を一つ挙げる。Book II, 8 章。Dick が自転車でMontreux に向か
う途中、アメリカ人たちが今年も来るのかどうか、土地の人々に熱心にた
ずねられた質問の内容である。“By August, if not in June”（初版 193）。
Bruccoli は Everyman 版（155）において “June” を “July” に変更した。
Companion（114）の説明によれば、Dick はチューリヒに “the first 










































4）　“F. Scott Fitzgerad’s Service Records Rectify Some Discrepancies in His Biographies,” 













だと思う。しかし、私は Bruccoli が編集した Cambridge 版 The Great 




























いる。Tender（Book I, 20 章）において、日本の高校生でも知っている










　Bruccoli とWest が二人とも同じ間違った説明をしたTender のテクス
トの箇所を引用する。
He waved his finger reproachfully at Dick. “But remember what 
George the Third said, that if Grant was drunk he wished he would 
bite the other generals.”（Scribner 初版 142; Cambridge 版 124）
ここはBook I, 24 章の最後の場面で、泥酔したAbe North が、Abe の失
態のせいで窮地に陥った黒人 Jules Peterson を伴って、パリのホテルに
滞在するDick Diver の助けを求めてやって来たが、泥酔故に、Dick にま
ともに相手にされず、去り際に、Dick を非難がましく述べたAbe の台詞
6）　中世イタリアにおける領主達の複雑な土地相続の歴史の中で、Ferrara と Canossa は関
係があった。




していないのである。何故なら、両者とも、Abe の言うGeorge the 




話について、Abe が Lincoln と George the Third を混同したという説明
なのである。泥酔状態の人間はどんな混同もする、いくらでもナンセンス
なことを口にするという立場に立てば、この説明でよいかもしれない。し





ラルドが酔っぱらった Abe のこの台詞を創る時、間違いなく、the New 
York Times（1863 年 10 月 30 日）に見られる記事が伝えるような事実を
フィッツジェラルドは何かで知っていた筈だ。New York Times の記事
は、まず、上記のLincoln についての逸話を紹介する。次に、二つ目の逸
話として、King George II と彼の部下General James Wolfe の例を出す。




あった John A. Dahlgren が回顧録を残した。その回顧録によると、
Lincoln は George II とWolfe に関する逸話を知っていた。回顧録 1862
年 5 月 24 日の項に、「大統領は昨日、部下の Shields は狂人であるという
報告を受け、George III（ママ）が彼の将軍に関して同じ報告を受けた時、
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国王はその将軍が他の将軍たちに嚙みつけばよいと答えたことを思い出し
た。」 Lincoln 大統領の時代には、George III は晩年に狂人になったこと
は広く知られていた。回顧録 1862 年 5 月 24 日の項の原文を引用する。







して初めて、“Grant was drunk” と “he（George the Third）wished he







ないが、この二つの底本は、今私が参照できる Scribner Library 
paperback（1962 年）と実質的に同一のテクストと考えている。Bruccoli
はオリジナル版に含まれていた多くの誤植や誤記など訂正すべきと判断し
た言葉の殆ど全てを改訂した Johnson 版を作り、Companion と
Everyman 版を刊行したが、改訂する時の底本は初版 1刷りであった。
初版は、フィッツジェラルドの死後、何十年にもわたって、特にペーパー
7）　Lincoln remarked on May 24, 1862, that: Shields was said to be crazy, which put him 
in mind that George III had been told the same of one of his generals, namely, that he 
was mad. The king replied he wished he would bite his other generals（Dahlgren’s 
Diary, 375）.






例を挙げる。SLP（143）に “a cocoon of dust” という語句が出てくる。
初版（188）では dust ではなく、must（黴）であり、Everyman（150）







る。Franz Gregorovious が Gstaad に滞在しているDick Diver を訪れて
クリニックを共同経営する話を持ち掛ける場面だが、その話がうまくいく
ことを説得するために、Franz は “I haven’t seen the books”（SLP, 175）
と Dick に語る。岡本は「本で調べたわけじゃない」（262）と訳すが、文
脈的には意味をなさない。フィッツジェラルドの原稿では “I have seen 
the books” で、not は な か っ た。10）Tender の 初 出 で あ る Scribner 
Magazine 版（以下、serial 版）で初めて not という誤植が生じた。11）
not を最初に削除したのはCowley 版（191）である。Bruccoli は Cowley
版をテクストとしては採用しなかったが、個々の emendation においては
Cowley 版から多くを学び、採用している。テクスト的にも、文脈的にも
8）　この点についてはCambridge 版 Tender も全く同様で、ペーパーバックのみにある誤植
は校訂の対象になっていない。スクリブナー・ペーパーバックを底本にする翻訳者が注意し
なければならない点である。
9）　Tender Is the Night Part 3 The Diver Version: First Typescript, 322 においても must
である。
10）　同上、399。
11）　Scribner’s Magazine, 95（March 1934）, p. 208, “I tell you, I haven’t seen the books.”
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not は誤植として削除すべきである。これに関してはCompanion（174）
に明記されているが、Everyman 版（183）でも not はない。森（257）
は not を削除して訳しているが、森が底本としたテクストには not が残
っていた。森は別の資料を使って、文脈的に正しい訳を作ったと想定する
ことが出来る。
　ここでCambridge 版 Tender について述べておく。言うまでもなく、
私はCambridge 版から多くを学んだ。しかし本論では、批判の対象とし
ての側面のみを述べる。Cambridge 版の編者 West の改訂は非常に正確
で緻密なことにはいつも深い敬意を抱くのだが、Tender における改訂の
箇所、改訂する理由、改訂の根拠の提示等は、全部ではないが、Bruccoli
の Johnson 版、Companion 及び Everyman 版による改訂にほぼ一致す
る。こういう時に、先行研究であるBruccoli の業績について述べないが、
アメリカの学会では、こういうことは普通なのだろうか。Cambridge 版











げる。初版（124）に Boucher という 18 世紀のフランスの画家の名前が
出てくる。Bruccoli も Companion（94）において、この画家はアメリカ
12）　Tender Is the Night. Ed. James L. W. West Ⅲ. New York: Cambridge University 
Press, 2012, xxxvii.
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の画家Louis Bouché である可能性も示しているが、Boucher のほうが蓋
然性は高いと判断し、Everyman版（100）でも初版のBoucher を保持し
た。しかし、Cambridge 版（109）は Bouché と変更した。しかも、テク
スト的根拠は何一つ挙げていない。Boucher と Bouché について私は調べ
た。絵画史上の知名度から言うと、Bouché は Boucher に比べ、問題にな









多 い。Cambridge 版 This Side of Paradise や Trimalchio: An Early 
Version of The Great Gatsby を丁寧に校訂していた時の West に比べ、
Cambridge 版 Tender は、編者は同じWest でも、校訂テクストとしての
価値は、前二者に比べ、著しく劣ると私は感じている。
　Cambridge 版 Tender は小説時間内の訂正を出来るだけ少なくする方




だ。Book III, 5 章におけるGolding の所有する the Margin という名の
船の上で、Dick と Tommy Barban が急に金の話をする場面がある。
“Are you rich, Tommy?” というDick の問いかけに対し、Tommyは
13）　日本語表記ではいずれもブーシェになるので、英語テクスト上の変更は翻訳には反映さ
れない。
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“Not as things go now”（Cambridge 版 307）と答えるが、この答えを
岡本は「今のところはそれほどでもない」（409）と訳す。森は「そうでも
ないよ、このご時世だからな」（399）と訳す。両者の訳の違いは、1929





Book III, 10 章の冒頭で、Dick と Nicole は真夜中の 2時に電話で起こさ
れ、Dick はアンティーブ警察に拘留されている Mary Minghetti と
Lady Caroline の二人を救出するために、Gausse Hotel に立ち寄り、
Gausse と共に警察に行き、二人を釈放させて、彼女たちのホテルまで送
り届けた後、帰宅するが、帰宅した時間について、“A little after three 
when Dick came in”（392）と書いてある。これだけのことをわずか 1時
間で全て終えて帰宅するのは無理だとまず感ずるが、二人の女性を釈放し




ない。Cambridge 版 Tender が出るまで、このエピソードの時間的矛盾
に対処した英語テクストは一つもないと思う。Dick の帰宅時間について、
森（441）は「三時すぎに」と訳し、岡本（452）は「三時過ぎに」と訳す。





Gausse が彼女を蹴り倒す場面があるが、その時は “the moolight”（396）









“Five years”（Cambridge 版 302）と言う箇所である。Cambridge 版は
初版の読み（347）を保持したが、Bruccoli は Johnson 版と Eveyman 版







　もう一つ同様の例を挙げる。Rosemary が Diver 夫妻の前に再び姿を
現す、Book III, 7 章において、モーターボートに引かせた波乗り板の上
でDick が典芸を演じて惨めに失敗する場面である。ここにおける “Last 
summer on the Zugersee they（the Divers）had played at that 
pleasant watergame, and Dick had lifted a two-hundred-pound man 
from the board onto his shoulders and stood up”（初版 365）という箇
所と、今、Dick が曲芸に失敗した後の “Nicole watched for a sight of 
Dick’s face. It was full of annoyance as she expected, because he had 
done the thing with ease only two years ago”（初版 366、イタリックは
引用者による）という箇所とが時間的に矛盾するという問題である。それ
を解決するために、Bruccoli は Johnson 版と Everyman 版（288）で、
初 め の “Last summer” を “The summer before last” に 変 更 し た。
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Canbridge 版（318）は、うしろの “only two yeas ago” を “a year ago”






　Cambridge 版 Tender が編者の判断で、フィッツジェラルドの初版テ
クストを変更した例を更にいくつか挙げる。Book I, 17 章、第 5段落に現
れる箇所を初版から引用する。
In addition, her training told and after a series of semi-military 
turns, shifts, and marches she found herself presumably talking to 
a neat, slick girl with a lovely boy’s face（95）.
初版の slick は Cambridge 版（84）では spic に変更されている。その変
更にはテクスト的根拠がある。私の知る限り、Bruccoli が Johnson 版
（95）と Companion（166）で初めて指摘したのだと思うが、タイプスク
リプトの該当箇所にはフィッツジェラルド自筆の spick という書き込みが
ある。14）刊行本となる前のTender の初出である serial 版（January 




「小洒落た」という訳で、初版及び SLP（72）における slick の読みを反
映している。興味深いのは、森（2014, 107）は同じ箇所を「ラテン系の」
と訳を変えたことである。森改訳は森初版より正確である。
14）　F. Scott Fitzgerald Manuscripts IVb, Tender Is the Night III, The Diver Version: 
First Typescript, p. 145.
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　初版Book I, 4 章に “His nose was somewhat pointed and there was 
never any doubt at whom he was looking or talking─and this is a 
flattering attention, for who looks at us?─glances fall upon us, 
curious or disinterested, nothing more”（初版 24）という文章がある。














リー版の真の価値はここにあると思う。カウリー版は “The Author’s 
Final Version” としては否定され、Tender のテクストとして死んだも同
然だが、Everyman 版や Cambridge 版の中で生かされているのであ
る。17）初版（102）に現れる固有名詞 Hengest を Hengist と歴史的に正
15）　F. Scott Fitzgerald Manuscripts IVb, Tender Is the Night I, The Diver Version: 
Manuscript Draft, p. 81. では、glances fell upon us, curiously or disinterestedly となっ
ており、自筆原稿では副詞が自然。（原稿の apon は私が直した。）F. Scott Fitzgerald 
Manuscripts IVb, Tender Is the Night III, The Diver Version: First Typescript, p. 42. で
は curious or disinterest になっている。
16）　Tende Is the Night, ed. Malcolm Cowley, 1951, p. 75.
17）　Cowley が Tender “The Author’s Final Version” とThe Stories of F. Scott Fitzgerald
の二著を編集して 1951 年に刊行したことが、フィッツジェラルド文学再評価の歴史の中で
非常に大きな役割を果たした。






　初版Book I, 22 章の最初の段落から引用する。“Dick’s bed was empty
─only after a minute did she realize that she had awakened by a 







よく分かる例である。Cambridge 版（111）は she had been awakened
と受動態に変更している。今回初めて気付いて驚いたのだが、実は、SLP





　次に示す初版の同じ 22 章におけるBruccoli による改訂は、岡本（144）
と森（2008, 176）において両者の訳が微妙に異なるものになったことと
18）　F. Scott Fitzgerald Manuscripts IVb, Tender Is the Night III, The Diver Version: 
First Typescript, p. 197. この箇所の typescript は、what had awakened her was a knock
であったが、フィッツジェラルドが what を手書きで she に変え、her was を by に変えて、
受動態に直した結果生じた不自然さであることが分かる。
19）　F. Scott Fitzgerald Manuscripts IVb, Tender Is the Night IV, The Diver Version: 
Second Typescript, p. 32. において、she had awakened by a knock が決定する。この 2番
目のタイプスクリプトにおいても、フィッツジェラルドによる手書きの訂正が全体的にいく
つも入っており、引用箇所については、作者は諒としたと考えられる。
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関係するかもしれない。“ ‘It must lie deeper than that.’ Nicole clung to 
her conversation”（129）。テクスト的には、conversation ではなく、フ
ィッツジェラルドは二番目のタイプスクリプトの中に conservatism と書
き入れた。20）また、serial 版でも conservatism となっている（Scribner’s 
Magazine, 95, February 1934, p. 140）。conversation は初版の誤植と考
えるのが自然だ。岡本は「意見に固執した」と訳す。この訳では、初版の






　上 記 引 用 個 所 の 次 の 次 の 段 落 を 引 用 す る。“The trio lunched 
downstairs in an atmosphere of carpets and padded waiters, who did 
not march at the stomping quick-step of those men who brought 











20）　同上, p. 40. タイプスクリプトのこの箇所はFitzgerld の手書きで一文全体が書き変えら
れている。






　次に挙げるのは、初版Book I, 24 章の二番目の段落からの引用である。
“It was a windy four-o’clock night with the leaves on the Champs 
Élysées singing and failing, thin and wild”（136, イタリックは引用者
に よ る）。こ の 引 用 文 に 関 し、Bruccoli は Companion に お い て
“Fitzgerald wrote falling in MS”（168）と記しているが、これは間違い
である。フィッツジェラルドの自筆原稿では明白に、“singing and 
failing”（The Diver Version Part 1 Manuscript Draft, 357）と書いて
ある。最初のタイプスクリプトで初めて falling（The Diver Version 
Part 3, 218）になり、二番目のタイプスクリプトでも、falling が維持さ
れたのである。21）failing は serial 版の中で再現した。22）serial 版の誤植
と考えるのが自然で、それが初版に持ち込まれたのである。SLP（104）
のテクストには、いまだに failing という誤植が残っている。森訳（2008, 








　Book II, 23 章の比較的初めの方にある段落の最初の文を引用する。
“She dressed to an accompaniment of anxious heartbeats and ten 
21）　同上 p. 50.
22）　Scribner’s Magazine, 95（February 1934）, p. 142.
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minutes later stepped out of the elevator into the dark lobby”








例がいくつもあるが、もう一つ挙げると、Book III, 1 章。ローマでの喧
嘩で怪我をした Dick がクリニックに戻って来た時のことである。Franz
の妻Kaethe が、Dick の顔の傷に関する夫の説明を信じられなくて、“It 
hurts him to move one of his arms and he has an unhealed scar on 







　他にも、森訳の見事な例を示そう。Book II, 22 章で、Dick がタクシー
の運転手たちと喧嘩になり、一緒に警察に行くことにしたという場面から
引用する。
They were going to the police station and settle it there. His hat 
was retrieved and handed to him, and with some one holding his 
23）　この箇所は、医師とその妻との会話という文脈があり、フィッツジェラルドは間違いな
く、「治療で」という意味を込めていた。森はその意味を見事に掬い取った。
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arm lightly he strode around the corner with the taxi-men and 
entered a bare barrack where carabinieri lounged under a single 
dim light（Cambridge 版 255）.






　森訳の見事な例をもう一つ取り上げたい。Book II, 8 章において、Dick
と Nicole が登山ケーブルカーの中で偶然、再会する有名な場面から引用
する。
The conductor shut a door; he telephoned his confrere among the 
undulati, and with a jerk the car was pulled upward, heading for a 
pinpoint on an emerald hill above（Cambridge 版 170）.







Kursal（初版 195、但し、Cambridge 版 170 では the Kursaal に変更）
の意味である。森（2008, 260; 2014, 217）は、いずれも「保養施設クルザ
ール」と訳す。Bruccoli の Companion（114）の説明では、モントレー
のカジノを意味する。Cambridge 版（378）の説明は、Cambridge 版よ
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による訂正前に、Kursal は Kursaal のことだと判断し、Bruccoli の説明
を恐らく知りながらも、敢えて違う定義を試みたその果敢な翻訳精神に感
銘を受けたからである。
　Book II, 16 章の冒頭部、精神科クリニックを一緒に経営している二人
の医師Franz と Dick との会話の場面で、しばらく仕事を離れたいと相談
するDick に対するFranz の返事が “You wish a real leave of abstinence”
で、その返事に裏の意味をかぎ取った Dick が、“The word is ‘absence’”
とむきになって、Franz の英語の間違いを正したところである。森
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が、正しいと思う。森は非常によく考え抜いている。
　森がよく考え抜いて訳出している例をもう一つ挙げる。Book I, 16 章で
Nicole と Rosemary がパリの店を回る途中、タクシーの中で二人で会話
する場面である。Nicole が “We’d just built our Lake Forest house”
（Cambridge 版 79）と言うが、森（100）は house を「別荘」と訳す。岡
本 訳（97）は「家」で あ る。Book II, 3 章 に お い て、Nicole の 父 親
Devereux Warren が、Dohmler 医師にNicole の症状について相談して
い る 時、“We were in Lake Forest─that’s a summer place near 
Chicago where we have a place”（Cambridge 版 146）と言う場面がある。






いくつか指摘する。Book I, 6 章において、Dick が自邸で最後のパーティ
ーを開く時であるが、彼は招待客の一人 Speers 夫人が庭を褒めたことに
対して、Nicole の庭ですと言った後、“Any day now I expect to have 
her come down with Powdery Mildew or Fly Speck, or Late Blight”
（Cambridge 版 36）と話す。come down with に関して、岡本は「いろん
な心配事を持ち込んでくる」（39）と訳し、森（43）は表現は違うがほぼ
同じ意味にとっていると思う。私は、この箇所は Powdery Mildew 以下
の病気にNicole を感染させてしまうのではないか、と Dick は言っている
と理解する。Book I, 19 章の初めのほう。Saint-Lazare 駅でAbe を見送
りに来たNicole が離れた所から彼を見ている場面である。“the glow of 
the morning skylight was sad, and Abe made a gloomy figure with 
dark circles that showed through the crimson tan under his eyes
（Cambridge 版 93）。引用文の初めの部分について、森（118）は「朝の






て初めて、“the glow of the morning skylight” がなぜ、“sad” なのかが
分かると思う。その次は、Book II, 19 章から二つ。一つは、Dick がアメ
リカで父の葬儀を終えて、出航する場面である。“The harbor flows 
swiftly toward the sea”（Cambridge 版 234）の The harbor を森（301）
も岡本（308）も港という意味にとっている。私は、harbor は比喩的意味
にとり、海上の避難所即ち船、と理解する。上記引用文に続く “With it 
flowed Albert McKisco” を考えれば、船の意味にとるのが自然だと思う。
次はアメリカから帰った Dick がナポリからローマへ向かう夜汽車の中で





Book I, 23 章の最初の段落に出てくる great beams の意味。森は「大き
な梁」（148）と訳す。この文脈で、梁と見なすのは不自然だと思う。岡本
の「いっぱいに差し込んでくる太陽の光」（146）の訳の方が文脈に適合し
ていると私は判断する。驚くべき誤訳も指摘する。Book II, 9 章。山の上
のホテルでDick と Baby が話し合っている時に、ふとNicole がいなくな
っていることに気付き、Dick が周りを見てきましょうと言って、ホテル
の外に出た場面である。
Dick passed some cellar windows where bus boys sat on bunks and 
played cards over a litre of Spanish wine（Cambridge 176）.
上記引用箇所を森（2008, 269; 2014, 225）は、「ディックは地下室の窓の








戦で息子達を亡くした gold-star mothers と呼ばれるアメリカ人の一行で
あることを知らされたDick が、彼女たちを見つめる所である。“Over his 
wine Dick looked at them again”（Cambridge 116）。森は「ワイングラ
ス越しに」（148）と訳しているが、私は、岡本訳「ワインを飲みながら」
（145）を支持する。しかしこの箇所の直前で、gold-star mothers に対し




　森の誤訳について更に続ける。Cambridge 版（221）に “dozens of” と
いうフレーズがあるが、森（286）は「十人ばかり」と訳す。明らかに誤
りで、岡本訳「何十人もいる」（291）が正しい。もう一つは、前記した二
人の婦人が逮捕・勾留されたエピソードの中で Lady Caroline が、自分













改訳でも同じエラーが繰り返されたからだ。Book I, 21 章。パリの
Saintes-Anges 街で Dick が不気味な笑いを浮かべたアメリカ人から声を
かけられた場面である。この男は自分の新聞販売の儲けについて話す時に、
“ten or twenty francs for a Sunny Times that cost six”（SLP, 93）と





　誤訳とは違う問題になるが、Book II, 19 章で、アメリカの岸壁を離れ、
ヨーロッパに向かう客船の乗客を “One is a citizen of a commonwealth 







するBruccoli の Companion （127）とは全く別の注記である。岡本は
Tender の中で一度だけ言及された Andorra が共和国であることを強調し
たいのであろうか。Andorra は、今現在でも国の正式な英語名称として













用する。“‘Well, I’ll say good-by.’ He unscrewed two blooded wire-hairs 
from a nearby table and departed;”（259，イタリックは引用者による）。
この箇所が矛盾を生むのは、この場から立ち去った Mckibben が、その
直後に話題に上がる Abe の死をめぐる会話に話し手の一人として再び登
場するからである。Bruccoli と Cambridge 版による解決の仕方は同じで、













24）　Scribner’s Magazine, 95（March 1934）, p. 216. また、serial 版の setting copy が残っ
ている。それによると、“departed,”（Tender Is the Night Part 5 The Diver Version: 
Setting Copy for the Serial, 266）になっており、punctuation は異なるが、departed 自
体は初版と同じである。実際の初出において、“stood ready to depart;” と変更したのが、
フィッツジェラルド自身によるものなのか、テクスト的には私には不明である。
Tender Is the Night『夜はやさし』の研究（内田）
47
　森訳の批判を続ける。Book II, 8 章である。Dick がモントレーに自転
車で入る時、スイスの山並みの美しさに見とれる場面を初版から引用する。
Going into Montreaux Dick pedaled slowly, gaping at the 
Jugenhorn whenever possible, and blinded by glimpses of the lake 
through the alleys of the shore hotels（193）.
問題になるのは Jugenhorn をどのように訳すかである。Bruccoli は
Companion （111）で、Jugenhorn はそもそもスイスに存在しない、
Montreaux から眺められる高峰はDent du Jaman と Rochers de Naye
の二つのみであると記し、初版の Jugenhorn を Dent du Jaman に変え











森（2008）と森（2014）の間、2012 年に Cambridge 版が刊行された。
Cambridge 版（169）では、該当箇所が “gaping at the mountains” と変
更されている。この読みを示したのは Cambridge 版が最初である。森訳









か示して締めくくりたい。Book I, 4 章で、Dick がMckisco 夫妻など、
知らない連中も自邸でのディナーに招待すると言った時に、Nicole が反
対した場面である。“No, you won’t,” Nicole told him quickly（Cam-




を証左する一例である。Book I, 25 章。Rosemary がホテルの自分の部屋
のベッドの上に死体を発見して、慌てて、向かいの部屋に泊まっている




一致していることが素晴らしい。Book II, 8 章。Dick が Glion でケーブ
ル カ ー（funicular）に 乗 り 込 む 場 面 で は、“He saw his bycycle 
embarked”（Cambridge 169）について、岡本訳（218）「自転車が積み込
まれるのを見届け」と森訳（216）が完全に一致しているのも同様の例で
ある。Book II, 19 章。前記した場面であるが、気が付いたらいなくなっ
ていたNicole を探しに、Dick がホテルを出た直後、“Life was gathered 
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一致していることに不思議さと感銘を覚えるのである。同様の例を更に挙
げる。米国から戻って、ローマに到着した Dick が Rosemary と同じホテ
ルで偶然、再会した後の場面、Book II, 20 章の冒頭部を二人の訳者が底
本にした SLPから引用する。“When Dick got out of the elevator he 
followed a tortuous corridor and turned at length toward a distant 
voice outside a lighted door”（209）。岡 本（313）も 森（306）も、
“toward a distant voice” について、「かすかな声を頼りに」と一致した表




挙げる。Book II, 21 章。ローマのExcelsior Hotel の入り口で偶然 Baby
に出会った Dick が、彼女とディナーを共にする場面である。この時の最
後の会話を引用する。
“Of course I know people say, Baby Warren is racing around over 
Europe, chasing one novelty after another, and missing the best 
things in life, but I think on the contrary that I’m one of the few 
people who really go after the best things. I’ve known the most 
interesting people of my time.” Her voice blurred with the tinny 
drumming of another guitar number, but she called over it, “I’ve 
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“─Only the very big ones, Baby.”（Cambridge 246）
上記引用箇所の最後の一文は、初版、ペーパーバック版、Everyman 版、
Cambridge 版など、私の知る限り、全てのテクストで、Dick が Baby に
直接答えたと取れる表記になっている。ところが、岡本（325）も森
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